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 実証飛行試験は 3 月 3 日と 4 日の 2 日間で実施し，図 1 に示す静岡県富士川滑空場にて実証飛
行を行った．図 2 に示すように，実証飛行に用いた機体は本年次報告書「小翼列によるアクティ
ブ制御を搭載したラジコン機風洞試験」で用いた機体と同様のものである．飛行試験は 1 日目に




図 1 富士川滑空場 
 





タできる長田電機社製の TinyFeather を慣性航法装置として使用した．図 4 と図 5 に示す五孔ピ
トー管や逆流検出器の出力信号を記録するデータロガーとしては，図 6 に示す MUSIN 社製の
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Data Logger を使用した． 
 
  
図 3 Tiny Feather 送受信回路(左)とリアルタイムモニタ用パソコン(右) 
 
 
図 4 左翼端に取り付けた 5 孔ピトー管 
 
 




















 慣性航法装置 TinyFeather は緯度・経度・高度・速度・ピッチ角・ヨー角・ロール角を計測す
ることができ，XBee と組み合わせることで前記データをリアルタイムでパソコン画面で監視で
きる．図 8 は Tiny Feather で計測した飛行経路の一例である．また，図 9 にリアルタイムパソ
コン画面を示す．今回の動作確認で慣性航法装置である TinyFeather に関しては良好にデータ取
得できることを確認した． 





図 7 飛行写真 
 





図 9 リアルタイムパソコン画面 
 
５．まとめ 




 また主眼としていた VG による Active 制御に関しては，実機レイノルズ数の風洞試験で再検証
し，VG の形状や位置についてさらに追求していく必要がある．
